






























































































































































































































































































































































成した。問 1より作成された質問項目は表 2‐1に,問2より作成された質問項目は表 2‐2
に記載した。
















































































































































































表 3‐1 対加害者家族感情の因子分析結果 (主因子法・プロマックス回輔    N=201




.815 ‐.063  .006  .046










































































































































‐.093  .152  .047  .649
‐.016 ‐.049 ‐.019  .627
‐。104 ‐.096 ‐.020  .622
.129  .014  .026  .618
。104 ‐.055  .097  .572
因子相関係数 一  。149






‐.025    -
第2項 加害者家族非難尺度について






































































































































66      2.61       0.44


















































































































































































































平均  標準偏差  F値(“ ′値(“
加害者非難 支      293
非      201
2.50      0。47       4.876
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付表 1 予備調査 1質問紙
アンケート■査へのご協力のお願い
【研究分担者】兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 中本望友




















【研究実施分担者】 兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 中本望友
Email:m14073eChyogo‐u.acjp
【研究実施責任者】 兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 教授 岩井圭司
Ema■:iwaikOhyogo‐u.acjp
付表‐2‐














































































【研究実施分担者】 兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 中本望友
Email:m14073eChyogo‐u.acjp















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【研究実施分担者】 兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 中本望友
Email:m14073eChyogo‐u.acjp











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































性別 ( 男 ・ 女 )   年齢 
―
    支援年数      年






研究結果の送付を ( 希望する 。 希望しない )
送付先 (※ご記入いただいたご連絡先は、研究結果のフィードバック以外には使用いたしません。)
調査は以上になります。
ご協力ありがとうございました。
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